
皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™›年˜™月˜˜日 火曜日 第œ ›œ号官 報

五
十
嵐

清

井
上

敦
之

黒
川

伸
三

近
藤

馨
一

福
地

常
弘

村
上

茂
夫

渡

威
夫

渡

正
芳

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
四
日
）

（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

齊
藤

晴
男

正
四
位
に
叙
す
る

一
本
松
康
雄

岩
井

芳
郎

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）都

谷

文
雄

立
野

昭

辻

建
二

西
浦

康
之

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

安
藤

晴
雄

坂
口

孝
義

篠
崎

武

篠
原

剛

深
水

吉
彦

三
上

望
見

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

市
川

義
明

伊
藤
嘉
一
郎

上
地

繁

土
岐

勝
美

畑
村

定
雄

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）小

山
内
睦
雄

鈴
木

國
平

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
五
日
）

中
島

隆

従
三
位
に
叙
す
る

大
城

幸
榮

中
安

正
年

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）市

橋

金
次

加
藤

隆

須
田

勲

山
嵜

廣

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

秋
葉

尚
良

従
六
位
に
叙
す
る

奥
井

一
雄

正
七
位
に
叙
す
る

加
藤

寛
治

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
十
一
月
六
日
）

正
七
位

樋
口

正
通

廣
本

文
泰

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

北
林

孝
市

従
五
位
に
叙
す
る

秋
山

典
明

合
田

豊
彦

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）稲

葉

義
隆

大
石

裕
一

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

土
井

武
夫

二
本
柳
清
治

山
下
耕
一
郎

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
七
日
）

村
上

美
津

従
三
位
に
叙
す
る
（
十
一
月
十
日
）

〇
叙
勲

岩
倉

正
幸

加
藤

明
治

（
日
置
市
議
会
議
員
）

田
代

吉
勝

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
一
月
一
日
）

布
川

節
夫

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

白
糠

石
博

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
十
一
月
二
日
）

（
熊
谷
市
議
会
議
員
）

並
木

正
一

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る

久
米

登

中
野

重
利

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

飛
田

馨

前
原

孝
康

宮
下

昌
良

安
中

龍
夫

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
三
日
）

細
谷

英
二

旭
日
重
光
章
を
授
け
る

櫻
井

榮

櫻
井

正
男

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
四
日
）

辻

建
二

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る

安
藤

晴
雄

上
地

繁

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
野
寺
由
雄

佐
藤

新
平

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
五
日
）

伊
藤

博

片
桐

欣
治

佐
々

武
士

福
田

隆
義

三
浦

清

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
一
月
六
日
）

永
原

裕
章

山
嵜

和
雄

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
一
月
七
日
）

植
田

豊

大
野
多
米
男

大
野

近
則

奥
村

武

金

鐵
郎

酒
井

三
郎

永
井

淳
子

長
島

毅

三
浦

勉

宮
崎

茂
樹

門
間

昭
夫

柳
谷

好
美

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

荒
川

淳
平

岡
崎

隆

鈴
木

壽
男

曽
我

眞
吉

（
新
潟
県
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組

合
消
防
司
令
）

錦
織

克
彦

藤
岡

利
明

堀
野

誠
治

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
一
日
）

鈴
木

和
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

朝
比
奈
重
男

飯
島

良
雄

井
上
喜
兵
衛

大
久
保
邦
夫

大
滝

猛

尾
又

守

中
村

邦
彦

速
見

卓

比
嘉

輝
光

眞
鍋

城
芳

山
添

弘

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

岩
崎

曉

内
山

朝
子

柿
木

政
則

倉
水

和
美

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
二
日
）

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

町
田

進

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

神
吉

良
隆

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

井
嶋

洋

加
瀬
澤
光
明

久
々
湊
俊
治

國
安

清
亮

齊
藤

博

佐
藤

和
敏

仲
吉
ス
ミ
子

福
田

晃

松
岡

嵩

百
瀬

登

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

金
本

吉
行

菊
池

正
一

渕
崎

昭
平

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
三
日
）

土
肥

信
之

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

後
藤

篤

星
合

隆
毅

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

荒
関

正
雄

五
十
嵐

清

梶
原
倍
司
郎

小
柴

輝
彦

齋
藤

常
治

阪
田

昭
和

鈴
木

興

仙

道
弘

羽
田

幸
範

布
施

祐
一

蓑
島

善
美

矢
澤

喜
八

渡

威
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

伊
藤

五
男

野
藤

義
則

野
村

久
喜

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
四
日
）

岩
井

芳
郎

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

市
川

義
明

坂
口

孝
義

篠
崎

武

鈴
木

國
平

西
浦

康
之

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
山
内
睦
雄

小
赤
沢

隆

中
津
川
寅
吉

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
五
日
）

秋
葉

尚
良

大
城

幸
榮

加
藤

寛
治

山
嵜

廣

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

鈴
木

忠
男

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
十
一
月
六
日
）

秋
山

典
明

稲
葉

義
隆

大
石

裕
一

合
田

豊
彦

二
本
柳
清
治

山
下
耕
一
郎

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

岡

正
三

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
十
一
月
七
日
）

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
地
方
事
情
を
御
視
察
、
並
び
に

明
治
天
皇
百
年
式
年
に
当
た
り
明
治
天
皇
陵
及
び
昭
憲
皇

太
后
陵
を
御
参
拝
の
た
め
、
十
二
月
三
日
午
前
十
時
一
分

御
出
門
、
京
都
府
及
び
岐
阜
県
へ
行
幸
啓
、
同
月
五
日
午

後
五
時
三
十
四
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
十
二
月
六
日
午
後
四
時
四
十
六

分
御
出
門
、
尊
厳
の
芸
術
展
eT

h
e
A
r
t
o
f
G
a
m
a
n

e

を

御
覧
の
た
め
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
（
台
東
区
）

へ
行
幸
啓
、
同
六
時
九
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

官
庁
事
項

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
公
示

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十

二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律

第
六
十
六
号
）
第
七
条
第
二
項
の
事
務
所
の
場
所
を
次
の

と
お
り
公
示
し
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
施

行
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
一
日

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
会
長

清
家

篤

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
一
番
一
号

社
会
保

障
制
度
改
革
国
民
会
議
事
務
局
内
情
報
公
開
窓
口
（
中
央

合
同
庁
舎
四
号
館
）

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

中
部
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

3
5条
第

３
項
及
び
第
７
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
部
海
上
旅
客
運

送
業
最
低
賃
金
（
平
成
1
5年
中
部
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示

第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た

の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
及
び
第
3
5条
第
２
項
並
び
に

船
員
の
最
低
賃
金
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
3
4年
運
輸
省
令

第
3
5号
）
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
4
年

1
2
月

1
1
日中部
運
輸
局
長
甲
斐
正
彰

中
部
海
上
旅
客
運
送
業
最
低
賃
金
第
４
項
中
「
部
員

1
7
5¶
7
0
0円
（
福
井
県
内
に
主
た
る
船
員
の
労
務
管
理
の

事
務
を
行
う
事
務
所
を
有
す
る
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
部

員
に
つ
い
て
は
、
1
7
7¶
5
0
0円
）」を
「
部
員

1
7
7¶
5
0
0円
」

に
改
め
る
。
附
則

こ
の
公
示
は
、
平
成
2
5年
１
月
1
0日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。
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